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令和元年度『地域連携のつどい』
地域に根差した医療の充実に努めてまいります

　令和元年10月18日(金) にホテルメトロポリタン仙台において、「令和元年度仙台
市立病院地域連携のつどい」を開催しました。登録医、病院および保健福祉関係者等
院外からの参加者191名、院内参加者71名の総勢262名が参加し、大盛況のうちに
終了いたしました。
　第一部の講演会では、亀山病院事業管理者による開会の挨拶ののち、診療科リ
レー紹介として山本内科部長、渡辺副院長兼心臓血管外科部長、遠藤脳神経内科医
長から各診療科の説明を行いました。
　続いて、板橋副看護師長、安藤看護師より
救急認定看護師について説明を行いました。
講演の内容については、次ページに概要を掲
載しておりますのでご覧ください。
　第二部の意見交換会では、奥田院長による

乾杯発声ののち、当院の医師等が、病院ボランティアの緑エプロンを着用
しながら、各テーブルを回るほか、退院調整看護師を始めとする多くの看
護師とMSW が後方連携施設等の皆様へ挨拶に回り交流を深めました。職
種の垣根を超えた様々な情報交換がなされ、診療科に対する期待や診療内
容に対するご意見なども数多く寄せられました。
　今年度の地域連携のつどいでは、沢山の皆様方にご参加いただき、改め
まして心から感謝を申し上げます。皆様から頂戴したご意見等を踏まえ、
今後とも医療連携を推進して参りますとともに、地域に根差した医療の充
実に努めて参りますので、変わらぬご支援ご協力の程、よろしくお願い申
し上げます。

～7階東病棟～

　救命救急センターを有する当院では、循環器救急疾患に対して
24時間体制で診療にあたっており、致死性不整脈にて救急搬送
された患者への急性期治療も積極的に行っています。
　循環器内科患者が多く入院している7階東病棟では、ICD（植
込み型除細動器）植込みした患者家族が、いち早く急変対応する
ことで、安心して自宅生活を送れるように、病棟看護師による
BLS指導を行っています。
　「入院中にBLSの実演指導を受けたことで、退院後、倒れた時
にどう対応したらいいのか、と自宅生活に不安をもっていたが、
安心して退院することができた」との声もあり、患者家族の不安
軽減につながる取組みとなっています。

看護部 患者教育の取組み

救命救急セ タ を有する当院では 循環器救急疾患に対して

ICD植込みした患者家族へ
　　　　　　　　　　BLS指導をしています



10月１日付 内科医長 佐藤　浩司
 放射線科医長 菅原　俊幸
 外科医員 笹嶋　秀憲
 産婦人科医員 橋本　栄文
 救急科レジデント 多田　周平
 小児科レジデント 宮森　拓也

８月３１日付 放射線科医長 佐藤　友美
 外科医長 櫻井　　直
 産婦人科医長 羽根田　健
  
９月３０日付 内科医長 竹内　陽一
 外科医員 髙橋　宏和
 脳神経外科医員 梶谷　卓未
 小児科レジデント 齋藤　寧子
 小児科レジデント 吉田　一麦

次号は、内科の古川暁子先生です。

小さい頃からピアノを弾かれ
ている方はたくさんいらっ
しゃると思います。私は若き
学生の時にジャズに転向して
40年を超えました。プロアマ
問わずたくさんの人に出会い

刺激を受けてきました。ジャズは気持が正直に
アドリブフレーズに出るので、昔の仲間と演奏
中は言葉は要らず目と音でやりとりします。し
かしコミックの「BLUE GIANT」に出てくる
ジャズメンのような格好良さは現実にはありま
せん（笑）。失敗も喝采も山あり谷あり。なん
やかんやで、一つのバンドは19年、別のバン
ドは10年連続でいくつかのフェスに出ていま
す。また他のバンドに助っ人で呼ばれる時（所
謂トラ）もありすべて勉強になっています。診
療の活力源としてジャズに感謝！

ス イイマイル
リレー Smile20

私の活力源
糖尿病・代謝内科
檜尾　好徳

【医療連携に関する状況】

医療連携に関するご意見やご要望等につきましては、
医療連携室までお寄せ下さい。
TEL 022-308-9920（直通）

採 用

退 職

医 師 異 動 の お 知 ら せ

紹介率 逆紹介率
7 月 75.8 % 7 月 87.5 %
8 月 72.7 % 8 月 79.9 %

　令和元年9月18日に、郡 和子仙台市長と当院ボランティア代表による「ふ
れあいトーク」が開催されました。
　「ふれあいトーク」とは、市長がさまざまな活動をしている市民から直接お
話を伺い、活動内容を広く市民に紹介することにより市民活動の活性化につ
なげることを目的に行われているもので、今回、当院ボランティアへの依頼
があり実現したものです。
　現在、当院では以下の5つのグループの市民ボランティアさんが活躍中です
が、各ボランティアの代表が活動内容や活動して良かったこと、大変なこと
を市長に紹介しました。市長からは、これまでの献身的な活動に敬意を表し
てもらうとともにねぎらいの言葉をいただきました。
　はじめ緊張していたボランティアの皆さんでしたが、ふだんの活動そのま
まのコミュニケーション力を発揮していただき、気がつけば予定の時間を
オーバーしてしまうほど大いに盛り上がる会となりました。
　これからもボランティアさんと共に「安心と信頼」の病院を目指して行きます。

【当院活動中のボランティア】
①ガイドボランティア（受診される患者さんのご案内や車椅子の介助）、②けやき
文庫（院内図書の貸出サービス）、③スモールエンジェル（学生による小児病棟入
院中の子どもたちの遊び相手）、④傾聴ボランティア（入院患者さんのお話に耳を
傾け、気持ちに寄り添う支援）、⑤ホスピタル・クラウン（大きな赤鼻のクラウン
（道化師）姿で、入院中の子どもたちに笑顔を届ける活動をしています）

連携のつどい　～各診療科講演のようす～
内科部長　山本　多恵

　内科部長の山本医師か
ら、専門の腎臓内科を中
心に当院の内科診療につ
いてご説明いたしまし
た。
　「血尿・蛋白尿がある
場合や尿細管障害が疑わ
れる場合は、腎生検を検
討し、急性腎不全の場合は、原因を検索します。また、腎機能
が低下している慢性腎臓病の方の腎機能悪化時は、栄養指導や
薬物調整を行い、できる限り透析を遅らせるよう努めておりま
す。保存期腎不全の教育入院を行い、将来的な腎代替療法に向
け情報提供を行っておりますが、現時点で、新規の透析導入に
は対応しておりません。
　症状がある患者様がおりましたら医療連携室を介してご予約
いただき、事前に尿検査（出来れば沈渣もお願いできると幸い
です）やクレアチニン値の経過の情報、薬剤使用歴があると助
かります。」

副院長・心臓血管外科部長　渡辺　徹雄

　当院の副院長でもある渡辺医師か
ら、当院の心臓血管外科の診療実績
や取組についてご説明いたしました。
　「当院では、毎年腹部大動脈瘤が最
も多くなっています。そのうち、
1/3は従来から行っている開腹での
人工血管置換術ですが、2/3は鼠径
部切開のみで行う血管内手術、ステ
ントグラフト内挿術を施行し、低侵襲化に心がけております。
　次に多いのが閉塞性動脈硬化症に対する手術ですが、従来の
バイパス手術に加え、血管内治療（ステント留置）とバイパス
手術を同時に行うハイブリッド手術を行い、低侵襲化を目指
し、下肢静脈瘤もカテーテルでのアブレーション手術を導入し
ています。血管内治療に関しては循環器内科や放射線科と診療
科の壁を越え協働で行っています。
　これからも『オール市立病院』で、1例1例の患者さんを大
切に診療し、ご紹介頂いた先生へお戻しして参ります。近医の
先生方からのご紹介が不可欠です。これまで以上のご紹介をよ
ろしくお願い致します。」

救急看護認定看護師
板橋　智也・安藤　美和

　当院の杉本看護部長から紹介さ
せていただいた当院の救急看護認
定看護師の板橋と安藤より、日々
の活動や取組についてご説明いた
しました。
　「救急看護認定看護師には、救
急医療現場における病態に応じた
迅速な救命技術・トリアージの実
施、災害時における急性期の医療ニーズに対するケア、危機的
状況にある患者・家族への早期介入及び支援が求められます。
　当院での主な活動としては、救命救急センターでの診療の補
助及び看護ケアの実践、スタッフ指導、院内トリアージの実施
等多岐に渡ります。
　救命救急センターの診療までの流れを説明させていただく
と、医療機関からのお電話を、看護師が受け内容を当直医へ伝
えます。その内容を医師が判断し、受け入れ可否を決定しま
す。返答は看護師が行います。患者さんが来院すると、看護師
によるトリアージを実施し緊急度を判定します（トリアージに
より診療のマネジメントを医師と協働して行います）。」

脳神経内科医長　　遠藤　薫

　遠藤医師から、専門の脳血管
内治療を中心に当院の脳神経内
科の診療についてご説明いたし
ました。
　「当院での特色は脳卒中・神
経救急です。当院に入院となる
疾患は、脳梗塞（約半数）・め
まい・けいれん・髄膜炎・脳炎・
ギランバレー等です。実績とし
ては、ほぼ救急入院(救急外来
受診100件/月)です。咋年度
550例、今年度上半期300例と
年々増加しております。
　脳梗塞については、tPA療法を含む急性期治療を行ってお
りますが、ステントリトリーバーを用いた血栓回収療法も開始
しており術後の経過も良好です。ただし、時間外の血栓回収は
他院へ搬送させていただいております。
　外来診療のお問い合わせもお気軽にご相談ください。」

外来受診のご案内
※血液内科・小児科・産婦人科（分娩予約を含む）・放
射線科のご予約は紹介予約コールセンターではお受け
できません。
※お申し込みは、受診希望日の前日(前診療日)16:00 
までにお願いいたします。
※当日のご予約はできません。

　当院は、小児科を除くすべての診療科が、紹介予約制
となっています。
　患者様をご紹介いただく際は、医療連携室へFAX申
込みにて予約をお取りください。予約受付時間は、月～
金曜日の 9:00～17:00 となっております。

電話番号(022)308-9920
FAX 番号(022)308-9921

緊急の患者さんで当日受診する必要がある場合
病院代表電話（022-308-7111）のオペレーターに
「救命救急センター」とご用命いただき、直接ご依頼ください。

ふれあいト－ク

お問い合わせ先：医療連携室

▲定禅寺ストリートジャズフェス
ティバル（せんだいメディアテー
ク）での演奏

▼ライブハウスでの演奏
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板橋　智也・安藤　美和

　当院の杉本看護部長から紹介さ
せていただいた当院の救急看護認
定看護師の板橋と安藤より、日々
の活動や取組についてご説明いた
しました。
　「救急看護認定看護師には、救
急医療現場における病態に応じた
迅速な救命技術・トリアージの実
施、災害時における急性期の医療ニーズに対するケア、危機的
状況にある患者・家族への早期介入及び支援が求められます。
　当院での主な活動としては、救命救急センターでの診療の補
助及び看護ケアの実践、スタッフ指導、院内トリアージの実施
等多岐に渡ります。
　救命救急センターの診療までの流れを説明させていただく
と、医療機関からのお電話を、看護師が受け内容を当直医へ伝
えます。その内容を医師が判断し、受け入れ可否を決定しま
す。返答は看護師が行います。患者さんが来院すると、看護師
によるトリアージを実施し緊急度を判定します（トリアージに
より診療のマネジメントを医師と協働して行います）。」

脳神経内科医長　　遠藤　薫

　遠藤医師から、専門の脳血管
内治療を中心に当院の脳神経内
科の診療についてご説明いたし
ました。
　「当院での特色は脳卒中・神
経救急です。当院に入院となる
疾患は、脳梗塞（約半数）・め
まい・けいれん・髄膜炎・脳炎・
ギランバレー等です。実績とし
ては、ほぼ救急入院(救急外来
受診100件/月)です。咋年度
550例、今年度上半期300例と
年々増加しております。
　脳梗塞については、tPA療法を含む急性期治療を行ってお
りますが、ステントリトリーバーを用いた血栓回収療法も開始
しており術後の経過も良好です。ただし、時間外の血栓回収は
他院へ搬送させていただいております。
　外来診療のお問い合わせもお気軽にご相談ください。」

外来受診のご案内
※血液内科・小児科・産婦人科（分娩予約を含む）・放
射線科のご予約は紹介予約コールセンターではお受け
できません。
※お申し込みは、受診希望日の前日(前診療日)16:00 
までにお願いいたします。
※当日のご予約はできません。

　当院は、小児科を除くすべての診療科が、紹介予約制
となっています。
　患者様をご紹介いただく際は、医療連携室へFAX申
込みにて予約をお取りください。予約受付時間は、月～
金曜日の 9:00～17:00 となっております。

電話番号(022)308-9920
FAX 番号(022)308-9921

緊急の患者さんで当日受診する必要がある場合
病院代表電話（022-308-7111）のオペレーターに
「救命救急センター」とご用命いただき、直接ご依頼ください。

ふれあいト－ク

お問い合わせ先：医療連携室

▲定禅寺ストリートジャズフェス
ティバル（せんだいメディアテー
ク）での演奏

▼ライブハウスでの演奏
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令和元年度『地域連携のつどい』
地域に根差した医療の充実に努めてまいります

　令和元年10月18日(金) にホテルメトロポリタン仙台において、「令和元年度仙台
市立病院地域連携のつどい」を開催しました。登録医、病院および保健福祉関係者等
院外からの参加者191名、院内参加者71名の総勢262名が参加し、大盛況のうちに
終了いたしました。
　第一部の講演会では、亀山病院事業管理者による開会の挨拶ののち、診療科リ
レー紹介として山本内科部長、渡辺副院長兼心臓血管外科部長、遠藤脳神経内科医
長から各診療科の説明を行いました。
　続いて、板橋副看護師長、安藤看護師より
救急認定看護師について説明を行いました。
講演の内容については、次ページに概要を掲
載しておりますのでご覧ください。
　第二部の意見交換会では、奥田院長による

乾杯発声ののち、当院の医師等が、病院ボランティアの緑エプロンを着用
しながら、各テーブルを回るほか、退院調整看護師を始めとする多くの看
護師とMSW が後方連携施設等の皆様へ挨拶に回り交流を深めました。職
種の垣根を超えた様々な情報交換がなされ、診療科に対する期待や診療内
容に対するご意見なども数多く寄せられました。
　今年度の地域連携のつどいでは、沢山の皆様方にご参加いただき、改め
まして心から感謝を申し上げます。皆様から頂戴したご意見等を踏まえ、
今後とも医療連携を推進して参りますとともに、地域に根差した医療の充
実に努めて参りますので、変わらぬご支援ご協力の程、よろしくお願い申
し上げます。

～7階東病棟～

　救命救急センターを有する当院では、循環器救急疾患に対して
24時間体制で診療にあたっており、致死性不整脈にて救急搬送
された患者への急性期治療も積極的に行っています。
　循環器内科患者が多く入院している7階東病棟では、ICD（植
込み型除細動器）植込みした患者家族が、いち早く急変対応する
ことで、安心して自宅生活を送れるように、病棟看護師による
BLS指導を行っています。
　「入院中にBLSの実演指導を受けたことで、退院後、倒れた時
にどう対応したらいいのか、と自宅生活に不安をもっていたが、
安心して退院することができた」との声もあり、患者家族の不安
軽減につながる取組みとなっています。

看護部 患者教育の取組み

救命救急セ タ を有する当院では 循環器救急疾患に対して

ICD植込みした患者家族へ
　　　　　　　　　　BLS指導をしています


